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（題字）柳原和夫

草
花
の
咲
き
競
う
、
春
が
訪
れ
、
シ
ル

バ
ー
の
活
躍
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
身
近
な
食
品
で
、
相
次
ぐ
賞

味
期
限
の
改
ざ
ん
や
偽
装
に
よ
り
、
世
相

を
反
映
す
る
漢
字
は
「
偽
」
で
し
た
。
今
年

に
入
っ
て
も
ま
だ
続
い
て
お
り
、
法
が
守

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
悲
し
い
限
り
で
す

と
こ
ろ
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

業
務
は
、
高
齢
法
で
は
、
臨
時
的
か
つ
短

期
的
、
又
は
そ
の
他
軽
易
な
業
務
に
係
る

就
業
を
確
保
す
る
も
の
と
し
、
同
一
就
業

場
所
で
の
就
業
日
数
は
概
ね
月
十
日
か
ら

十
三
日
、
又
は
週
二
十
時
間
を
超
え
な
い

な
ど
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
、
砺
波
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
、
会
員
就
業
基
準
を
定
め
て
い

ま
す
。な

か
な
か
景
気
が
良
く
な
ら
な
い
中
、

契
約
高
も
伸
び
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
高

齢
者
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
必
要
上
、

今
年
か
ら
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
に
お
い
て
、
労
働
者
派
遣
事
業
に

取
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
適
正
就
業
の
推
進

を
図
る
た
め
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
。

自
立
」
　
「
共
働
・
共
助
」
　
の
精
神
の
も
と

シ
ル
バ
ー
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
　
（
法
令

順
守
）
　
に
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
雨
池
）

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
上
手
や
ち
ゃ
ー
」
「
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
ち
ゃ
ー
」
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砺
波
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
平
成
十
九
年
度
第
二
回
通
常
総
会
は
三
月

二
十
六
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
庄
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

あいさつする柳原理事長

総
会
に
は
五
百
八
十
名
　
（
う
ち
委
任

状
三
百
八
十
人
名
）
　
が
出
席
。
開
会
の

あ
い
さ
つ
で
柳
原
和
夫
理
事
長
は
「
日

本
経
済
は
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
不
透

明
で
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
厳
し
く
、
事
業
実
績
は

前
年
度
に
比
べ
五
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
る
。
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
、
適

正
就
業
の
推
進
・
自
主
財
源
の
確
保
・

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
富
山

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
を

中
心
と
し
た
、
労
働
者
派
遣
事
業
に
当

セ
ン
タ
ー
も
導
入
に
向
け
積
極
的
に
検

討
し
て
行
く
。
中
長
期
計
画
に
取
組
ん

で
き
た
成
果
の
上
、
引
続
き
経
費
の
削

減
に
取
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
」

と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
安
念
砺
波
市
長
　
（
代
理
福

祉
市
民
部
長
藤
澤
ま
ゆ
み
氏
）
、
林
砺

波
市
議
会
議
長
　
（
代
理
副
議
長
山
田
幸

夫
氏
）
、
才
木
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
長
　
（
代
理
事
務
局
次

長
永
井
勉
氏
）
　
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。引

き
続
き
関
幸
子
さ
ん
　
（
束
般
若
地

区
）
　
を
議
長
に
選
任
し
議
事
に
入
り
、

平
成
二
十
年
度
の
事
業
計
画
案
、
収
支

予
算
案
な
ど
三
議
案
を
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
し
ま
し
た
。

大勢の会員が出席した総会

基
本
計
画
で
は
特
に
、
適
正
就
業
の

推
進
と
補
助
金
の
削
減
に
伴
う
収
入
源

の
確
保
及
び
財
政
基
盤
の
確
立
・
運
営

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
富
山
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
を
主
体

と
し
た
労
働
者
派
遣
事
業
を
当
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
も
導
入
が
必
要
と
な
る
こ

と
を
説
明
。
そ
の
な
か
で
、

用
事
業
の
普
及
啓
発
活
動
の
推
進

伽
就
業
機
会
の
拡
大

畑
適
正
就
業
の
遂
行

労
働
者
派
遣
事
業
の
導
入

㈲
安
全
就
業
の
徹
底

㈲
会
員
の
加
入
促
進

㈲
互
助
会
へ
の
支
援

S
講
習
・
研
修
会
の
充
実

を
基
本
計
画
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

支
予
算
書

二
十
年
度
収
支
予
算
で
は
、
当
期
収

入
合
計
額
三
億
九
千
八
百
六
十
六
万
円

で
昨
年
度
よ
り
も
お
よ
そ
三
百
六
十
四

万
九
千
円
の
減
少
と
な
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

三
月
末
現
在
の
会
員
数
は
六
八
〇
名

（
男
三
八
〇
名
、
女
三
〇
〇
名
）
で
す
。
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今
年
は
足
場
の
悪
い
日
も
中
に
は
あ

り
ま
し
た
が
、
比
較
的
好
天
に
恵
ま
れ
、

例
年
よ
り
も
多
く
の
会
員
の
方
が
参
加

さ
れ
、
二
十
一
地
区
で
二
百
八
十
二
名

が
集
ま
り
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。本

年
か
ら
は
、
「
打
合
せ
会
」
と
い

う
名
前
は
堅
苦
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
交
流
会
」
　
に
改
め
、
各
地
区
の
担
当

理
事
と
地
区
連
絡
員
の
協
力
の
も
と
地

域
の
特
色
に
合
わ
せ
た
様
々
な
ス
タ
イ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
事
務
局
か
ら
事
業
実
績
、

シ
ル
バ
ー
保
険
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
、
適
正
就
業
の
遂
行
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
次
い
で
意
見
交
換
が
あ
り
ま

し
た
。
事
業
報
告
で
、
十
二
月
末
で
会

員
が
七
百
三
名
と
な
り
昨
年
と
比
べ
る

と
減
少
傾
向
に
あ
る
。
団
塊
の
世
代
の

入
会
が
、
定
年
延
長
・
再
雇
用
制
度
な

ど
に
よ
り
、
思
う
ほ
ど
伸
び
ま
せ
ん
で

し
た
。

ま
た
事
業
実
績
で
は
、
契
約
金
額
が

四
百
四
十
万
程
の
減
少
で
、
こ
れ
は
民

間
事
業
所
の
一
般
作
業
群
で
件
数
は
伸

び
て
い
る
が
、
配
分
金
が
六
百
五
十
万

円
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

熱心な意見交換が交わされた

⑳
安
全
就
業
の
推
進
と

事
故
防
止
に
つ
い
て

三
月
十
二
日
に
安
全
就
業
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

安
全
就
業
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
訪
問
地
は
、
（
社
）
射
水

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、
会
員

の
就
業
中
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

☆
研
修
で
の
安
全
就
業
重
点
対
策
と
し
て

●
就
業
現
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

○
屋
外
、
屋
内
の
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
を
図
る

特
に
職
群
班
別
の
安
全
就
業
パ
ト
ロ

ー
ル
を
重
点
に
行
う

●
健
康
管
理
の
徹
底

○
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
な
が
ら

就
業
し
事
故
防
止
を
す
る

●
就
業
時
に
お
け
る
事
故
防
止
の
重
点

対
策

○
安
全
用
具
着
用
徹
底
に
よ
る
怪
我
の

防
止

○
刈
払
機
使
用
の
適
正
操
作
厳
守
に
よ

る
事
故
防
止

●
交
通
安
全
の
ル
ー
ル
厳
守
に
つ
い
て

○
就
業
途
上
、
就
業
中
の
交
通
事
故
防
止

特
に
自
転
車
に
よ
る
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
る

就
業
現
場
を
総
点
検
し
、
安
心
し
て

就
業
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
安

全
で
快
適
な
作
業
現
場
が
確
立
で
き
る

よ
う
に
一
丸
と
な
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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手
に
汗
し
な
が
ら
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。

路
上
で
起
こ
る
危
険
を
体
験

今
年
も
一
月
二
十
五
日
、
ア
ク
ロ
ス

中
央
自
動
車
学
校
に
て
交
通
安
全
体
験

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
こ
そ
大
き
な
交
通
事
故
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
全
運
転
に
対
す

る
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
高
齢
者
の
事
故
防
止
・
危
険

予
測
に
つ
い
て
、
自
動
車
学
校
の
先
生

か
ら
話
を
聞
き
、
次
に
学
校
内
の
コ
ー

ス
を
使
用
し
て
の
運
転
走
行
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
指
導
員
の
方
に
同
乗
し
て

い
た
だ
き
、
緊
急
回
避
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
、

ス
キ
ッ
ド
コ
ー
ス
な
ど
体
験
走
行
し
、

そ
の
都
度
指
導
員
か
ら
細
か
い
注
意
事

項
を
聞
き
ま
し
た
。

受
講
し
た
会
員
ら
は
、
日
頃
詳
し
い

指
導
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
だ
け
に
、

本
格
的
な
作
業
の
開
始
を
　
妻

前
に
講
習
会
を
開
催

樹
木
管
理
群
の
会
員
を
対
象
と
し
た
、

奔
走
講
習
会
が
二
月
二
十
五
日
砺
波
市

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
師
に
は
、
日
本
樹
木
医
会
か
ら
、

富
山
県
支
部
の
事
務
局
長
で
あ
る
松
島

茂
宜
氏
を
迎
え
、
主
に
活
動
さ
れ
て
い

る
桜
の
保
全
活
動
の
話
を
中
心
に
、
樹

木
の
病
害
虫
・
暫
定
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。講

習
会
終
了
後
に
は
、
樹
木
管
理
群

の
来
年
度
に
向
け
た
全
体
打
合
せ
会
を

開
き
ま
し
た
。

濡れた路面でのスリップ体験

砺
波
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

子
育
て
支
援
事
業
の
た
め
の
子
育
て
セ

ミ
ナ
ー
が
二
月
十
五
日
、
砺
波
市
シ
ル

バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ニ
チ
イ
学
館
よ
り
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

講
座
講
師
の
も
と
、
「
里
帰
り
出
産
…

自
宅
へ
戻
れ
る
ま
で
の
産
後
の
お
手
伝

い
」
と
い
う
こ
と
で
十
二
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
①
現
在
と
昔
の
育
児
の

違
い
②
産
後
の
お
母
さ
ん
の
マ
タ
ニ
テ

ィ
ブ
ル
ー
（
産
後
う
つ
）
③
排
泄
・
沐

浴
・
調
乳
・
授
乳
・
離
乳
食
の
実
技
④

安
全
管
理
に
つ
い
て
な
ど
を
中
心
に
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

実
技
の
沐
浴
体
験
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
人
形
を
持
つ
手
に
力
が
入
り
、
顔
に

は
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
昔
を
懐
か

し
む
一
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
際
に
産
後
の
お

手
伝
い
の
依
頼
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
実
の
あ
る

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
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◎
配
分
金
支
払
い
日
案
内
◎

五
月
十
五
月

六
月
十
三
日

七
月
十
五
日

八
月
十
五
日

九
月
十
二
日

十
月
十
五
日
（　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　（　　　　　　（

水金金火金木
）　　　　＼　J　　　　　　）　　　　　　　）　　　　　　　）　　　　＼　J

⑳
る
人
◎
く
人

◇
庄
川
支
所
長
心
得大

井

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

坪
本

◇
退
　
　
職
　
　
藤
井

幹
男
（
新

幸
世
（
新

祐
美

（
十
二
月
三
十
一
日

石
黒
　
吉
弘

（
三
月
三
十
一
日

窃
畠
亀
認

今
年
は
雪
景
色
を
見
る

よ
り
も
多
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
数
日
で
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う

な
り
、
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
の
ほ
う
も

に
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

冬
場
は
、
椅
子
に
座
り
、
パ
ソ
コ

と
呪
め
っ
こ
と
い
う
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

中
心
で
体
も
す
っ
か
り
鈍
っ
て
し
ま

ま
し
た
。

そ
ん
な
体
も
気
合
い
を
入
れ
な
お

今
年
度
も
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
へ
S
記


